
≪所沢おおぞら特別支援学校の活性化・特色化方針≫ 

（令和４年度～） 
１ 学校基本情報 

種別 
知的障害 

肢体不自由 

学部・

学科 

小学部 

中学部 

高等部 

児童 

生徒数 

(男)203 

(女) 99 
計３０２ 

ホームページ https://oozora-sh.spec.ed.jp/ 

アクセス 

◆JR 武蔵野線 東所沢駅から 

○ところバス 東路線（柳瀬循環コース）左回り 『やなせ荘入口』下車    徒歩 7分（約 0.4 ㎞） 

○西武バス「エステシティ所沢」行き 『やなせ荘入口』下車         徒歩 7分（約 0.4 ㎞） 

◆西武新宿線 航空公園駅から 

○ところバス 東路線（柳瀬循環コース）右・左回り 『やなせ荘入口』下車  徒歩 7分（約 0.4 ㎞） 

◆東武東上線 みずほ台駅から 

○ライフバス みずほ台駅西口（上富三芳町役場経由）鶴瀬駅西口折り返し線『竹下工業前』下車  

  徒歩 22 分（約 1.5ｋｍ） 

教育課程等

の特徴 

本校では、小学部・中学部・高等部の１２年間の系統性を大切にし、 

児童生徒一人一人の特性と実態に合わせた指導を行っています。 

 

【肢体不自由・知的障害共通】 

・外部専門家（臨床心理士、言語聴覚士、理学療法士等）との連携による、教員のス 

キルアップ 

・新学習指導要領に基づいた教育課程の編成に向けた検討 

 

【肢体不自由教育部門】 

・個に応じた指導と、県教育委員会の体制整備事業に基づく医療的ケアの充実 

 

【知的障害教育部門】 

・小学部・中学部における個に応じた学習の充実（国語、算数・数学、自立活動） 

・高等部における教育課程の複数化（３つのコース設定）、作業学習（社会のニーズ

に配慮した作業種の設定）、家庭（卒業後の生活に結びつく指導内容の設定）や産業

現場等における実習（個々の進路希望に即した実習方法の工夫）の充実 

特色ある 

学校行事や 

部活動 

・県の陸上競技大会には選抜で選手が出場している。 

・全校一丸となって文化祭に取り組んでいる。 

・宿泊学習や社会体験学習などを通して、経験領域の拡大を目指している。 

家庭・地域 

との連携 

・学校公開を年３回実施。 

・近隣の小・中・高校との交流及び共同学習。 

・柳瀬地区文化祭に参加し、作品を展示。 

・高等部は公民館での清掃活動を実施。 

進路に 

ついて 

 

 

 

 

例年、企業就労は２割前後、施設などへの福祉的就労が７割前後となっている。 

【企業就労】スーパー・小売・レストラン厨房・製造・加工（食品、紙製品、構内清 

掃等）、事務軽作業、物流(倉庫作業等)・介護施設・病院(清掃、厨房等)、クリーニ

ング、清掃、農作業など 

【福祉的就労】所沢市、志木市、新座市、ふじみ野市、富士見市、三芳町等の福祉事

業所を利用（就労移行支援、就労継続支援Ａ･Ｂ型、生活介護など） 

 

※小学部・中学部の生徒は、それぞれ中学部・高等部へ進学している。 
（※生徒数：R3.5.1 現在、進路は R3.3 月卒業生の実績値） 

令和３年３月卒業生の進路について 

 高等部卒業生３１名 （内訳：企業就労４名 福祉的就労２６名） 

https://oozora-sh.spec.ed.jp/


 


